
 
 
 

平成 25 年 6 月 10 日 
各 位 

西日本シティ銀行 

                                  

 

「九州大学・西日本シティ銀行連携事業セミナー」の開催について 

 

西日本シティ銀行（頭取 久保田 勇夫）と九州大学は、2011 年度から「九州大学

百周年事業」における連携事業の一環として、アジアの経済とビジネスの研究プロジ

ェクトを行っています。 

今回は、九州大学、西日本シティ銀行、NCB リサーチ＆コンサルティングの共催で、

日本企業の活動に影響を及ぼす世界・アジアのエネルギー市場の変化や、シェールガ

ス革命などについて、専門家を講師に迎えて地元企業や地域の皆様に広くお伝えする

セミナーを下記のとおり開催いたします。 

 

記 

 

■「九州大学・西日本シティ銀行連携事業セミナー」の概要 

日 時 平成 25 年 7 月 3 日（水） 13：30～16：35（受付開始 13：00） 

会 場 博多座・西銀ビル 13 階 （福岡市博多区下川端町 2-1） 

 13:30～13:35 

（5 分） 
開会挨拶・講演者紹介  

九州大学大学院経済学研究院教授 川波 洋一 氏  

 
13:35～14:20 

（45 分） 

 

講演Ⅰ「アジアのエネルギー市場の台風の目・中国の今後 

～わが国のリスクとビジネスチャンス」 

講演者 ：九州大学大学院経済学研究院准教授  堀井 伸浩 氏 

 

 

14:20～15:05 

（45 分） 

 

講演Ⅱ「協力か、対立か？ ～シェールガス革命がもたらす日中ロの駆け引き」 

講演者 ：一般財団法人日本エネルギー経済研究所戦略研究ユニット 研究主幹 

     国際情勢分析第 2 グループ グループマネージャー 伊藤 庄一 氏 

内 容 
15:05～15:15 

（10 分） 

休憩 

 
15:15～16:00 

（45 分） 

講演Ⅲ「『シェールガス革命』と『3.11 後』の中で電力セクターを考える」 

講演者 ：電源開発株式会社 代表取締役副社長 坂梨 義彦 氏 

  

16:00～16:30 

（30 分） 

パネル・ディスカッション  

司会・ファシリテーター： 堀井 伸浩 氏 

パネリスト：         伊藤 庄一 氏、坂梨 義彦 氏 

 
16:30～16:35 閉会挨拶 

西日本シティ銀行 常務執行役員国際部長 廣田 眞弥 

参加費 無料（事前のお申込みが必要となります）  

申込先 
西日本新聞イベントサービス内「九大・NCB セミナー」係 

TEL：092-711-5491 FAX：092-731-5210   E-mail：ku-ncb@nishinippon-event.co.jp 

申込締切 6 月 24 日（月） 

主 催 九州大学・西日本シティ銀行・NCB リサーチ＆コンサルティング 

  
本件に関するお問い合わせ先 

西日本シティ銀行 国際部  深田  TEL 092-476-2481 

 

中期経営計画「New Stage 2011~元気よく~」 

“知的貢献”  

 



 

 

講師のご紹介 

                                敬称略 

 

堀井 伸浩  

過去 2 0 年余り、中国のエネルギー・環境問題について研究。特に石炭と電力を産業経済論の視点

で分析。1996 年慶應義塾大学修士課程卒業後、アジア経済研究所を経て、2007 年より九州大学に着任。

1999 年から 2002 年に中国・清華大学に客員研究員として滞在、フィールドワークを通じた現場感のあ

る研究にこだわっている。 

世界銀行および国際エネルギー機関（IEA）のコンサルタント、東京大学社会科学研究所客員准教授、

総合資源エネルギー調査会臨時委員などを歴任。 

（現職）  九州大学大学院経済学研究院 准教授 

 

 

伊藤 庄一 

専門は、エネルギー安全保障問題、特に、米国やロシアのエネルギー政策をフォローし、アジア太平

洋地域におけるエネルギー市場動向と地政学の相関関係を分析・研究。調査や講演活動で世界中を飛び

回っている。 

ロンドン大学修士課程修了、筑波大学大学院博士課程単位取 

得。ブルッキングズ研究所客員研究員、戦略国際問題研究所（CSIS）客員研究員、北海道大学客員准

教授などを歴任し、2010 年より日本エネルギー経済研究所に着任。法政大学では非常勤講師として「エ

ネルギー資源と国際政治」という授業をもち、若者の目を世界に向ける教育に励んでいる。 

（現職）  一般財団法人日本エネルギー経済研究所 戦略研究ユニット 研究主幹 

国際情勢分析第２グループ グループマネージャー 

                              

 

坂梨 義彦 

生まれ（1953 年）も育ちも福岡県大牟田市。京都大学経済学部卒業後、1976 年 J-Power 入社。2009

年から現職。主に資源部門、企画部門、開発部門を歩む。ワシントン事務所長（1995-97）の他、日本

最初の PFI プロジェクト（金町浄水場）のプロマネも勤めた。日本最大の石炭火力発電事業者である

J-Power の燃料調達責任者としての顔も持つ。 

数多くの官民研究会のメンバーを歴任し、2012 年からは国際エネルギー機関（ＩＥＡ）の石炭産業

諮問委員会（ＣＩＡＢ）メンバーも勤める。 

（現職） 電源開発株式会社（J-Power）代表取締役副社長 

 

 

以 上 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


